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１

　

第
１
回
加
曽
利
貝
塚
と
新
博
物
館
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
開
発
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
令
和
4
年
10
月
29
日
（土
）
14
時
30
分
～
16
時
30

分
＠
都
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
23
名
に

よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ト
案
に
対
す
る
主
な
ご
意
見

　

各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

加
曽
利
貝
塚
と
新
博
物
館
を
つ

な
ぐ
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
景
観
を
邪
魔
し
な
い
橋
が
良
い

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
慮

（雨
天
時
の

安
全
性
や
浸
水
に
対
す
る
対
応
を

含
む
）

・
高
齢
者
や
子
ど
も
が
回
遊
す
る
に

は
歩
行
距
離
が
長
い

・
小
規
模
橋
梁
案
に
は
賛
成
、
し
か

し
移
動
の
面
に
検
討
が
必
要

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
話
し
合
い
の
内
容

02

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

01

次
回
の
ご
案
内

04

話
し
合
い
の
ま
と
め

03　

加
曽
利
貝
塚
と
新
博
物
館
を

つ
な
ぐ
ル
ー
ト
開
発
に
関
す
る
、

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
！

　

日
程
の
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ

予
定
で
す
。

〈ル
ー
ト
〉

・
小
規
模
橋
梁
案
に
は
賛
成
、
し
か
し
移

動
の
面
に
検
討
が
必
要

・
川
が
暴
れ
た
り
、
越
流
し
水
浸
し
に

な
る

・
ル
ー
ト
を
谷
頭
橋
に
し
た
方
が
良
い

〈ル
ー
ト
上
の
施
設
〉

・
園
内
に
土
器
、
動
植
物
、
掲
示
板

・
散
歩
距
離
を
示
す
標
識
を
周
辺
含
め

設
置

・
景
色
を
見
る
た
め
の
ベ
ン
チ
の
設
置

・
ル
ー
ト
の
途
中
に
展
望
台
を
設
け
る

・
樹
木
を
使
っ
た
日
陰
、
藤
棚
的
な
も
の

・
台
風
で
壊
れ
に
く
い
堤
防

・
手
す
り

（夏
場
熱
く
な
ら
な
い
材
質
）

〈見
学
の
仕
方
〉

・
見
学
ル
ー
ト
を
ワ
ン
ス
ル
ー
に
す
べ
き

・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
見
学
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

（子
供
向
け
）

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
以
外
に
道
路
・
階
段
も

あ
る
と
混
雑
時
に
ス
ム
ー
ズ
に

・
団
体
利
用
者
が
帰
る
と
き
史
跡
側
か

ら
バ
ス
に
乗
れ
る
配
慮
が
必
要

〈環
境
配
慮
〉

・
ホ
タ
ル
の
生
息
地
の
谷
津
田
を
あ
ま
り

触
ら
な
い
よ
う
に

・
橋
両
岸
の
水
生
生
物
を
保
護
す
べ
き

〈縄
文
の
景
観
・
自
然
への 

配
慮
〉

・
橋
の
欄
干
の
景
観
と
安
全
性

・
自
然
の
こ
と
も
学
べ
る
と
よ
い

・
景
観
を
邪
魔
し
な
い
橋

・
地
下
道
方
式

（博
物
館
内
・
坂
月
川

河
底
・
史
跡
前
）、
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
、

動
く
歩
道

〈別
ル
ー
ト
〉

・徒
歩
以
外
の
ル
ー
ト
、
桜
木
駅
・貝
塚
・

博
物
館
を
つ
な
ぐ
交
通
ル
ー
ト

（コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
）
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
。

・
小
倉
台
側
の繫
栄
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

〈ア
イ
デ
ア
〉

・
小
倉
台
駅
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
で
博
物
館
ま
で
の
ル
ー
ト
を

作
る

・
動
く
歩
道
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い

・
長
さ
200
ｍ
の
太
鼓
橋
が
良
い
、
真
ん
中

に
い
た
ら
史
跡
が
見
え
る

・
市
民
の
散
策
路
と
の
調
和
を
考
え
た

整
備
を
し
て
ほ
し
い

・
自
然
の
景
観
を
生
か
す

〈ル
ー
ト
〉

・
橋
が
小
さ
く
な
る
と
遊
歩
道
が
長
く
な
り
、

移
動
の
時
に
も
退
屈
し
な
い
工
夫
が
必
要

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
通
路
の
ワ
ク
ワ
ク
感

の
工
夫
、
エ
コ
感
も

・
時
間
を
つ
な
ぐ
体
験
の
演
出

・
地
層
、
発
掘
物
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く

・
史
跡
に
入
っ
た
時
感
動
さ
せ
る
も
の
が

必
要

・
団
体
見
学
者

（小
学
生
等
）
に
対
応

可
能
？

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
複
数
機
あ
る
と
い
い

・
貝
塚
側
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
大
切

・
悪
天
候
時
の
安
全

〈ル
ー
ト
〉

・
新
博
物
館
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
一
体
と

す
る

・
展
示
物
を
見
終
わ
っ
た
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
前
に
出
る
な
ど
ど
う
か

・
歩
行
距
離
が
長
す
ぎ
る
、
老
人
・
子

供
が
回
遊
す
る
に
は
距
離
が
あ
り
す
ぎ

・
博
物
館
か
ら
史
跡
に
行
き
た
い
と
思
う

よ
う
な
橋
が
必
要

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
慮
し
て
ほ
し
い

開
会
の
挨
拶
を
文
化

財
課
の
蚊
谷
さ
ん
か

ら
頂
き
ま
し
た
。

今
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
目
的
や
ル
ー
ト

案
を
事
務
局
か
ら
説

明
し
ま
し
た
。

ル
ー
ト
案
は
、
検
討

経
緯
や
背
景
も
含
め

て
事
務
局
か
ら
説
明

し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ

て
、
テ
ー
マ
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
代
表

者
が
発
表
し
た
後
、
本
日

出
た
意
見
を
簡
単
に
ま
と

め
共
有
し
ま
し
た
。

Ａ
班

Ｂ
班

Ｃ
班

③
魅
力
づ
く
り
・
ル
ー
ト
上
の
工
夫

①
ル
ー
ト

・
園
内
に
土
器
、
動
植
物
、
掲
示
板

・
景
色
を
見
る
た
め
の
ベ
ン
チ
の
設
置

・
橋
が
小
さ
く
な
る
と
遊
歩
道
が
長

く
な
り
、
移
動
の
時
に
も
退
屈
し

な
い
工
夫
が
必
要

・
ホ
タ
ル
への
配
慮

②
見
学
ル
ー
ト

・
見
学
ル
ー
ト
を
ワ
ン
ス
ル
ー
に

・
団
体
利
用
への
対
応
が
必
要


